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 開 催 要 領  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
１．主 催  新しい日本をつくる国民会議（２１世紀臨調） 
２．名 称  政権選択選挙準備フォーラム・第１回公開討論 

「公務員制度改革のあり方を問う」 
３．日 時  平成２１年３月５日（木）１４時～１６時（受付開始１３時） 
４．場 所  ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京・地下１階宴会場「ギャラクシー」 
５．傍聴者  報道関係者を中心に各界関係者など８０名程度 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 

（１）開会挨拶（１４時００分～１４時０５分） 
 

 佐々木   毅  ２１世紀臨調共同代表・前東大総長 
 

（２）討  論（１４時０５分～１６時００分） 順不同・敬称略 
       
         塩 崎 恭 久  自民党 衆議院議員 
         林   芳 正  自民党 参議院議員 
         松 本 剛 明  民主党 衆議院議員 
         細 野 豪 志  民主党 衆議院議員 
         上 田   勇  公明党 衆議院議員 

 
司会 飯 尾   潤  ２１世紀臨調主査・政策研究大学院大学教授 
 
 

（３）記者レク（討論会終了後、２０分程度） 
 

終了後、報道関係者の皆様を対象に、討論の成果や今後の論点・課題について

記者レクを行います。ブリーフィングは討論司会役の飯尾潤主査が行います。 
    記者レク時間： １６時００分～１６時２０分（討論会終了後） 
    記者レク会場： 地下１階宴会場「ルミナス」 

 
 
 



      公開討論で想定される主要論点（例示） 
 

 
 
本日のテーマである「公務員制度改革」は、極めて重大な改革であるにもかかわらず、改革案の

断片のみが問題とされることが多く、一般の有権者にとっては、改革の全体像が見通しにくいもの

となっております。そうした現状をふまえ、本討論会が、改めてこの改革の目的や見通しについて

確認する機会になればと考えております。 

 

 

 

１．幹部職・管理職制度の設計と能力・実績主義あるいは人事の一元化 

今回の改革の根幹をなす、新たな省庁幹部人事制度について、基本法の解釈とともに、今後整

備されるべき制度的工夫を議論し、具体的なイメージを明らかにする。 

 

 

２．内閣人事局構想に関して 

内閣人事庁から内閣人事局へと修正された経緯などもふまえ、現在の内閣人事・行政管理局構

想への評価と、公務員制度改革に必要な組織改革に関しての議論。 

 

 

３．国家戦略スタッフ・政務スタッフの具体像 

新たに導入される制度についての具体的なイメージ。 

 

 

４．政治の側の変化の必要性 

官僚の役割の変更の裏側として、政治主導を具体化する、大臣や一般議員は何をなすべきかと

いう、政治家の行動原理転換の見通し。 

 

 

５．行政の中立性確保の課題 

政治主導の負の側面としての行政への不当な政治的介入の防止と、求められる具体的あるいは

制度的な措置。 

 

 

６．公務員に対する労働基本権付与の課題 

付与の可否あるいは関連の組織問題 

 

 

７．天下り問題 

現時点での天下り問題対処策への評価と、今後の総合的な措置についての意見。 

 
 
 
 

 


